
写真／３月28日に行われた「いいで舞ノ舞フェス」で
迫力のある演舞を披露したびっくり連の皆さん

Contents
◎たくさんの思い出をありがとう　添川小学校閉校式
◎��令和８年度職員体制
◎上下水道料金を改定します

飯豊町は「日本で最
も美しい村」連合に
加盟しています。こ
れからも美しい景観
と里山文化に磨きを
かけていきます。

飯豊町では、SDGs未来都市の選定を受
けています。
SDGsをより身近に感じていただくため
に、各記事に関連する目標のアイコンを
付けています。

2026�April　Vol.1189

４月号



広報いいで 2

　
添
川
小
学
校
（
鈴
木
清
校
長
、
児
童

数
43
名
）
は
、
明
治
６
年
に
下
町
地
区

の
重
光
院
を
仮
教
場
と
し
て
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
１
５
２
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
学

び
を
深
め
、
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
第
二
小

学
校
・
手
ノ
子
小
学
校
・
添
川
小
学
校

三
校
の
統
合
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
を

も
っ
て
閉
校
し
ま
し
た
。

　
同
校
の
閉
校
式
は
３
月
20
日
に
行
わ

れ
、
児
童
や
教
職
員
、
保
護
者
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
や
同
窓
生
な
ど
約

２
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
嵐
町
長
が
﹁
添
川
小
学
校
は
、

温
も
り
の
あ
る
学
校
教
育
を
行
い
、
元

気
と
希
望
を
持
ち
、
豊
か
で
確
か
な
歩

み
を
し
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
学
校

で
し
た
。
こ
の
添
川
小
学
校
の
伝
統
は

第
二
小
学
校
に
引
き
継
ぎ
ま
す
﹂
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
校
長

が﹁
添
川
小
学
校
は
、い（
い
き
い
き
）

な（
な
か
よ
く
）ほ（
誇
り
を
も
っ
て
）

の
子
ど
も
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
習
、
地

域
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
４

月
か
ら
は
新
し
い
学
校
で
、
添
川
小
学

校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
皆
さ
ん
が
新

た
な
活
躍
を
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

児
童
代
表
の
６
年
舟
山
暖は

る
ま真
さ
ん
が

﹁
私
の
父
も
祖
父
も
添
川
小
学
校
の
卒

業
生
で
す
。
父
や
祖
父
か
ら
当
時
の
学

校
の
話
を
聞
い
て
温
か
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
１
５
２
年
の
歴
史
の
中
で

こ
れ
ま
で
卒
業
し
た
方
の
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
添
川
の
心
を
忘
れ
ず
に
新
し
い

学
校
で
も
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
す
﹂
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
会
場
の
参
加
者
全
員
で
、
校
歌

を
斉
唱
し
、
鈴
木
校
長
か
ら
嵐
町
長
へ

厳
か
に
校
旗
が
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
、
閉
校
記
念
事
業
と
し
て

児
童
発
表
が
行
わ
れ
、
一
人
一
人
が
添

川
小
学
校
で
の
思
い
出
を
は
き
は
き
と

発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
と
教
職

員
に
よ
る
﹁
ふ
る
さ
と
﹂
の
合
唱
が
披

露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
校
門
付

近
で
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
、

爽
や
か
な
青
空
の
も
と
、
参
加
者
全
員

で
１
５
２
年
に
及
ぶ
歴
史
の
終
わ
り
を

見
届
け
ま
し
た
。

　
添
川
小
学
校
が
閉
校
し
て
も
、
卒
業

生
や
地
域
の
方
、
関
わ
っ
た
人
々
た
ち

の
心
の
中
で
、
思
い
出
は
輝
き
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
、
私
た
ち
の
小
学
校

添
川
小
学
校
閉
校
式

地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
き
た
﹁
い
な
ほ
の
子

ど
も
た
ち
﹂。
思
い
出
と
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
羽
ば
た
き
ま
す
。

①鈴木校長あいさつ　②児童代表のことば
③鈴木校長から嵐町長へ校旗返納
④全校生・教職員による「ふるさと」の合唱
⑤校舎で歌う最後の校歌　⑥記念碑除幕式

① ② ③

④

⑤ ⑥



広報いいで 2026/4/93

　
添
川
小
学
校
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
と

合
同
実
施
の
運
動
会
、
緑
の
少
年
団
活

動
、
学
校
林
活
動
、
田
ん
ぼ
・
畑
で
の

栽
培
活
動
な
ど
に
よ
り
、
地
域
学
習
・

体
験
活
動
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
複
式
・
単
式
に
関
わ
ら
ず
全
学

級
で
進
め
た
学
習
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と

し
た
学
習
、
児
童
全
員
が
活
躍
す
る
学

校
行
事
な
ど
に
よ
り
、
素
直
な
子
ど
も

た
ち
が
伸
び
伸
び
と
個
性
を
発
揮
で
き

る
学
校
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
永
き
に

わ
た
り
本
校
の
教
育
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
校
長　
鈴
木　
清

　
添
川
小
学
校
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
大
切
に
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
日
々
の
授
業
に
加
え
、

運
動
会
や
学
習
発
表
会
な
ど
の
行
事
を

通
し
て
、
励
ま
し
合
い
、
支
え
合
う
心

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７

年
度
の
児
童
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
﹃
最
高

の
自
分
事
﹄
と
し
、
全
校
生
で
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
か
け
が
え
の
な
い
一
年
を
共
に

歩
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
教
頭　
梅
津
恭
子

閉
校
に
あ
た
っ
て

持久走大会持久走大会

町小学校スキー大会稲刈り作業稲刈り作業

いなほ学習発表会いなほ学習発表会町たんけん町たんけん

おきたま森の感謝祭2025（緑の少年団）



広報いいで 4

▼
総
務
課
付

　
室
長　
手
塚
寿
子

自
治
労
山
形
県
本
部
休
職
専
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
長　
井
上
雄
俊

山
形
県
派
遣　
　
　
　
主
事　
鷲
尾
拓
也

農
林
水
産
省
派
遣　
　
主
事　
藤
優
翔

川
西
町
派
遣　
　
　
　
主
事　
遠
藤
舞

▼
企
画
課

▽
ま
ち
づ
く
り
室

　
室
長　
横
澤
剛　
　
主
事　
佐
藤
克
宣

　
主
事　
安
部
七
海
新

▽
Ｄ
Ｘ
推
進
室

　
室
長　
遠
藤
克
之　
主
任　
菅
野
靖
子
異

　
主
事　
安
部
哲
異

▼
農
林
振
興
課

▽
課
長　
上
田
信
幸

▽
農
業
振
興
室

　
室
長　
菅
野
邦
彰
異
主
査　
孫
田
智
子

　
主
事　
桐
生
竜
也　

主
事　
遠
藤
貴
幸

　
主
事
補　
鈴
木
慎

　
農
業
振
興
専
門
員　
大
谷
部
良
明
再

▽
農
林
整
備
室

　
室
長　
金
田
正
寿　
主
任　
長
岡
賢
太
異

　
主
事　
山
路
陽
太

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

（
併
）事
務
局
長　
上
田
信
幸

（
併
）事
務
局
長
補
佐　
菅
野
邦
彰
異

（
併
）主
査　

孫
田
智
子
（
併
）主
事
桐
生
竜
也

（
併
）主
事　
遠
藤
貴
幸  （
併
）主
事
補　
鈴
木
慎

（
併
）農
業
振
興
専
門
員　
大
谷
部
良
明
再

▼
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
兼
）主
事
横
澤
剛　
（
兼
）主
事
嶋
貫
大
地

（
兼
）主
事
梅
津
智
史　
（
兼
）主
事
佐
藤
克
宣

（
兼
）主
事
安
部
七
海
新

▽（
兼
）課
長　
渡
部
博
一

▽
税
務
室

　
室
長　
五
十
嵐
恵
美　
主
査　
舟
山
正
貴

　
主
任　
島
貫
貴　
　
主
事　
平
山
璃
里
子

　
主
事　
渡
部
未
帆　
主
事　
真
島
愛

　
税
務
専
門
員　
渡
部
忠
善

▽
会
計
室

　
室
長　
本
間
真
紀　
　
主
事　
小
関
杏
実

職員はどのように配置されているのか
令和８年度の体制

役
場
１
階

▼
会
計
管
理
者

▼
住
民
課

▽
課
長　
細
谷
美
佳

▽
脱
炭
素
推
進
担
当
課
長　
勝
見
賢
太
郎

▽
住
民
室

　
室
長　
井
上
由
佳　

　
主
査　
下
山
田
美
里　

主
任  

長
岡
寿
恵

　
主
事　
小
林
新
那　
主
事
補　
半
澤
拓
哉

　
主
事
補　
江
袋
瑠
乃

▽
生
活
環
境
室

　
（
兼
）室
長　
勝
見
賢
太
郎

　
主
任　
下
條
洋
平　

主
事
補  

嶋
貫
輝

▼
税
務
会
計
課

▼
地
域
整
備
課

▽
課
長　
宮
川
千
鶴
子

▽
建
設
室

　
室
長　
坂
爪
稔　
技
師　
安
部
直
貴

　
主
事　
渡
部
尋
斗　
　
主
事　
髙
橋
聖

▽
上
下
水
道
室

　
室
長　
鈴
木
直
記　
主
幹　
志
田
政
浩

職員体制をお知らせします

各部署職員の配置

ＦＩＬＥ

略　字 異動　　昇任　　新規採用　　再任用　　派遣異 昇 再新

　
渡
部
博
一

役
場
２
階

▼
総
務
課

▽
課
長　
鈴
木
祐
司

▽
総
務
財
政
室

　
室
長　
佐
藤
智
昭　

主
査  

二
瓶
美
奈
子

　
主
任　
後
藤
浩
平　

主
任  

嶋
貫
朋
美

　
主
任　
鈴
木
咲

▽
防
災
管
財
室

　
室
長　
髙
橋
成
樹　
　
主
任　
舩
山
泰
宏

　
主
任　
千
葉
真
生
子

　
主
任　
大
地
さ
お
り　
主
事　
青
木
明
子

　
建
設
技
術
専
門
員　
渡
部
和
浩

異
異

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
併
）書
記
長　
鈴
木
祐
司

（
併
）書
記　
佐
藤
智
昭　
（
併
）書
記　
髙
橋
成
樹

（
併
）書
記　
二
瓶
美
奈
子
（
併
）書
記　
舩
山
泰
宏

（
併
）書
記　
千
葉
真
生
子

（
併
）書
記　

後
藤
浩
平（
併
）書
記　

嶋
貫
朋
美

（
併
）書
記　
鈴
木
咲

▽
課
長　
渡
辺
裕
和

▽
総
合
政
策
室

　
室
長　
鈴
木
朋
恵　
主
任　
梅
津
智
史

　
主
任　
嶋
貫
大
地　

再

異

異

異
異
昇

異
異
昇

昇

新

異

異

異異昇

昇

昇
異

異
異

異

異

異

派

異

異

派

派



広報いいで 2026/4/95

▼
商
工
観
光
課

▽
課
長　
伊
藤
満
世
子

▽
観
光
交
流
室

　
室
長　
渡
部
賢
一　
主
任　
菊
川
哲
彦

　
主
事　
後
藤
孝
太

▽
産
業
連
携
室

　
室
長　
渡
部
弘
樹　

 
主
任　
川
村
俊
貴

　
主
事　
後
藤
亜
希

役
場
３
階

▼
議
会
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
長　
佃
典
子

▽
議
事
室

　
（
兼
）室
長　
佃
典
子

　
主
任　
杉
本
優
里

▼
監
査
委
員

各部署職員の配置

（
併
）監
査
委
員
事
務
局
書
記
長　
佃
典
子

（
併
）監
査
委
員
事
務
局
主
任　
杉
本
優
里
異

略　字 　異動　　昇任　　新採　　再任用異 昇 再新

▼
教
育
委
員
会
・
教
育
総
務
課

▽�

課
長　
横
山
昌
則

▽
教
育
振
興
室

　
室
長　
渡
部
真
知
子　

　
主
幹　
遠
藤
理
恵
子
異

　
指
導
主
事　
髙
橋
忠
路　

　
主
査　
本
間
和
宏
異  

主
任　
松
木
秀
美

　
主
事　
井
上
克
行

　
司
書　
奥
村
真
友
子　

 

主
事 

塩
野
憲
治

▽
義
務
教
育
学
校
準
備
室

　
（
兼
）室
長　
横
山
昌
則

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課

▽
課
長　
竹
田
辰
秀

▽
生
涯
学
習
振
興
室

　
室
長　
木
村
忍　
　
主
査　
木
村
辰
司

　
主
事　
船
山
真
緒　

 

主
事
補  

菅
野
倖
成

昇異

異

新

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
福
祉
課

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▽�

課
長　
井
上
友
和

▽
子
ど
も
家
庭
健
康
室

　
室
長　
長
岡
佳
奈　
主
査　
遠
藤
悦
子

　
主
任　
佐
藤
育
美
異

　

主
任
保
健
師　
伊
藤
明
美

　

保
健
師　
梅
津
由
希

▽
福
祉
室

　
室
長 

舩
山
智
香
子　

 

主
任　
手
塚
裕
樹

　
主
事　
加
藤
佳
奈　
主
事
補　
大
前
愛
依

　

主
任
保
健
師 

小
圷
聡
美

▽（
兼
）所
長　
井
上
友
和

　
（
兼
）所
長
補
佐　
舩
山
智
香
子

　
（
兼
）主
任　
手
塚
裕
樹　

　
（
兼
）主
任
保
健
師  

小
圷
聡
美

異

▼
国
民
健
康
保
険
診
療
所

▼
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▽（
兼
）所
長　
色
摩
里
香

　
管
理
者　
鈴
木
優
子
異
昇

　
主
任
看
護
師　
髙
橋
浩
子

　
（
兼
）主
事　
佐
藤
奈
央
異

▽（
兼
）事
務
長　
色
摩
里
香

　
所
長（
医
師
）髙
木
潤
一

　
（
兼
）主
事　
佐
藤
奈
央
異

▼
付
属
中
津
川
診
療
所

▽（
兼
）事
務
長　
色
摩
里
香

　
（
兼
）主
事　
佐
藤
奈
央
異

▼
介
護
老
人
保
健
施
設

▽�

事
務
長　
色
摩
里
香（
兼
）施
設
運
営
室
長

看
護
師
長　
峯
村
智
美

　
副
看
護
師
長　
手
塚
優
子
異

　
主
任
看
護
師　
石
井
藍
子

　
看
護
師　
後
藤
綾
子

　
看
護
師　
後
藤
清
美
新

　
主
任
保
健
師　
齋
藤
淳
美

　
技
師
長　
井
上
由
香

　
副
技
師
長　
木
村
康
之

　
作
業
療
法
士　
梅
津
奈
瑠
美

　
（
兼
）主
事　
佐
藤
奈
央
異

学
校
・
幼
児
施
設
な
ど

▼
退
職
職
員
（
３
月
31
日
付
）

山
口
努（
商
工
観
光
課
観
光
交
流
室
主
幹
）

梅
津
典
子（
税
務
会
計
課
税
務
室
主
査
）

遠
藤
彩
花（
企
画
課
主
事
）

▼
学
校
給
食
共
同
調
理
場

▽（
兼
）調
理
場
長　
横
山
昌
則

　
施
設
管
理
専
門
員　
安
部
吉
郎
再

▼
飯
豊
わ
く
わ
く
こ
ど
も
園

　
園
長　
岡
田
恵
美
昇

　
副
園
長　
高
世
恵
美
子
異

　
主
査　
安
部
早
苗
異
昇

　
保
育
教
諭　
深
谷
智
美

　
保
育
教
諭　
小
関
三
紀
子

　
保
育
教
諭　
後
藤
祥
子
異

　
保
育
教
諭　
奥
村
唯

　
保
育
教
諭　
宮
本
由
紀
奈

　
保
育
教
諭　
小
杉
成
美

　
保
育
教
諭　
菅
原
里
佳

　
保
育
教
諭　
田
制
み
な
み
異

　
保
育
教
諭　
色
摩
香
穂

　
調
理
師　
五
十
嵐
信
子

▼
飯
豊
す
く
す
く
こ
ど
も
園

　
園
長　
志
田
登
紀
子
異

　
主
任
保
育
教
諭　
遠
藤
洋
美

　
保
育
教
諭　
井
形
貴
子
異

　
保
育
教
諭　
長
谷
川
昌
代

　
保
育
教
諭　
熊
谷
ま
ど
か

　
保
育
教
諭　
桐
生
里
佳

　
保
育
教
諭　
鈴
木
瑠
音

　
保
育
教
諭　
梅
津
夏
未

　
保
育
教
諭　
鈴
木
紅

　
保
育
教
諭　
田
辺
渚
異

　
保
育
教
諭　
海
谷
夏
美　

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
み
ら
い
館

　
（
兼
）所
長　
長
岡
佳
奈

昇

異

新

新
異
昇
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施政方針と予算

　
令
和
８
年
は
60
年
に
一
度
の
丙ひ

の
え
う
ま午

の

年
。
火
の
要
素
﹁
丙ひ

の
え

﹂
と
火
の
星
座

﹁
午う

ま

﹂
が
組
み
合
わ
さ
り
、
激
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
勢
い
が
あ
る
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
第
５
次
飯
豊
町

総
合
計
画
の
後
期
５
年
の
始
ま
り
の
年

で
す
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
最
良

の
年
と
捉
え
、
総
合
計
画
の
基
本
理
念

で
あ
る
"
や
っ
ぱ
り
、
飯
豊
で
幸
せ
に

な
る
"
を
念
頭
に
行
動
力
と
情
熱
を

持
っ
て
挑
戦
す
る
１
年
と
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
"
や
っ
ぱ
り
、
飯
豊
で
幸
せ
に
な
る
"

こ
の
言
葉
の
中
心
は
町
民
で
あ
り
ま

す
。
町
民
が
幸
せ
に
な
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
行
政
が
必
要
な
の
か
。
こ
の
答

え
は
当
然
な
が
ら
、
町
民
の
声
の
中
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
町
で
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
安
心
し
て
幸
せ
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
町
民

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
ニ
ー

ズ
を
く
み
取
っ
て
、
政
策
に
反
映
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
思
わ
れ
る
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
の
後
継
者
や
担
い
手
不
足
な
ど
、

町
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
、
即
座
に
満
足
な
対
応
が
で
き
る
ほ

ど
、
町
の
財
政
は
決
し
て
豊
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
が
現
実

で
あ
り
ま
す
。
町
の
未
来
は
選
択
と
集

中
で
す
。
数
あ
る
課
題
に
つ
い
て
、
私

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
優
先

順
位
を
つ
け
な
が
ら
対
応
し
ま
す
が
、

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
全
町
民
に
"
や
っ
ぱ
り
、

飯
豊
で
幸
せ
に
な
る
"
と
い
う
基
本
理

念
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
合

い
、﹃
暮
ら
し
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
ま
ち
﹄
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
駆

け
抜
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
、
第
６
次
飯
豊
町

行
財
政
改
革
大
綱
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
挑
戦
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
行
財

政
の
基
盤
は
強
靭
で
あ
る
こ
と
が
理
想

で
す
。
日
々
の
行
財
政
運
営
が
全
て
の

根
底
に
あ
り
、
行
財
政
改
革
大
綱
は
、

町
の
各
種
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
た
め
の
日
々
の
行
財
政
運
営
の
下
支

え
に
な
る
土
づ
く
り
に
あ
た
り
ま
す
。

﹁
暮
ら
し
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま

ち
﹂
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
将
来

を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
住
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
現
在
だ
け
で
な
く
未
来
で
も

活
躍
で
き
る
地
域
環
境
と
文
化
を
つ
く

る
行
政
で
あ
る
こ
と
を
全
職
員
が
共
通

の
認
識
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
の
期
待
に
応
え
、
飯

豊
町
に
関
わ
る
人
も
含
め
、
個
を
尊
重

し
共
に
行
動
し
続
け
る
公
平
で
公
正
な

行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「施政方針」と「主な事業の概要と予算額」は、町のホームページでご覧いただけます

やっぱり、飯豊で幸せになる ～暮らし満足度No.1のまち実現～ 施　

政　

方　

針

令和
８年度

町
長　

嵐
正
人

（
要　

旨
）
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主な重点政策
　今年は、第５次飯豊町総合計画の後期５年の始まり
の年です。新たな一歩を踏み出す最良の年と捉え、総
合計画の基本理念である“やっぱり、飯豊で幸せにな
る”を念頭に行動力と情熱を持って挑戦していきます。

◆人をはぐくむまち
　地域が主体となって策定した地区別計画は、後期５
年間のスタートとなります。地区まちづくりセンター
が地域づくりの拠点として機能し、地域づくりに多様
な視点を設け、身近な暮らしの観点を入れ込んでいく
ことで、住民の皆さんの暮らし満足度が高まるように、
地域と連携した仕組みづくりを構築します。
◆世代をつなぐまち
　土曜日と日曜日の中学校部活動がなくなり、地域展
開がスタートすることから、関係団体と連携して、中
学生にとって望ましい持続可能な体制の構築を進めま
す。
◆縁をつむぐまち
　白川湖の水没林は「スポーツ文化ツーリズムアワー
ド2024」を受賞したことに加え、ナショナルジオグ
ラフィックで「2026年に行くべき目的地」として山
形県内でも数少ないスポットとしてピックアップされ

注目を集めています。これを機に、ホームページや
SNSなど町や関係事業者のメディアとの連携や情報
発信、ターゲットを念頭に置いた四季を通じた観光プ
ログラムやプロモーションに取り組みます。
◆郷土をたがやすまち
　脱炭素社会と環境に優しい循環型社会の実現は、地
球に暮らす私たち一人一人に課せられた目標です。地
球規模の課題である気候変動への対応や脱炭素社会の
実現には、地域が一体となって取り組むことが必要で
す。脱炭素社会の実現を自分事として捉え、二酸化炭
素の排出量と吸収量の実質ゼロを目指すゼロカーボン
シティを達成するため、脱炭素先行地域事業を進展す
るとともに、環境意識の醸成と行動変容を促す取り組
みを推進します。
◆可能性をひらくまち
　ふるさと納税は、寄附者や町民の皆さまに一層安心
してご支持いただける制度運営を行うため、返礼品の
管理体制の充実・強化を図るとともに、返礼品提供事
業者との連携をより一層深めていきます。これらの取
り組みを通じ、ふるさと納税制度の適正な運営を図り
ながら、寄附額の拡大と町の魅力発信、地域産業の振
興につなげます。

施政方針と予算

●地球温暖化防止事業　/　６億3,815万円
　環境省 ｢脱炭素先行地域100｣ に選定されたことか
ら、脱炭素に係る事業を加速化します。バイオガス発
電施設整備、小水力発電施設整備のほか、一般家庭向
けには高効率エアコン設備補助金や断熱改修設備補助
金、太陽光発電設備補助金など多彩な支援によって脱
炭素の取り組みを強力に推進します。

●道路維持事業　/　２億6,542万円
　道路、橋梁などの交通インフラを適正に維持管理し
ます。大きな事業として、改良工事を進めている手ノ
子高峰線にかかる西高峰橋を令和８～10年度を工期
に架け替えます。

●老人福祉費　/　２億715万円
　高齢者の安心でいきいきとした暮らしを支えます。
令和８年度は数え年100歳の方に20万円のお祝い金
を贈呈します。また、物価高騰対策として65歳以上
の方に5,000円分の商品券を配布します。

●災害復旧事業（道路橋梁分）　/　２億6,045万円
　令和４年８月の豪雨災害によって被災した町道大平
線の復旧工事を引き続き実施します。

●ふるさと納税事業　/　１億5,157万円
　飯豊町を応援してくださる人を増やし、町外の方と
のつながりを広げること、町の魅力的な産品を多くの
方に知っていただくことを目的に、ふるさと納税事業
を推進します。

●出産、子育ての支援　/　412万円
　多子世帯支援として、第３子以降のお子さまの出生
時、３歳到達時、６歳到達時にそれぞれ10万円を給
付します。また、出産費用助成事業を継続するほか、
赤ちゃんおむつ用品支給事業は対象期間を生後６カ月
から１年に拡充します。このほか、第２子以降のこど
も園利用料の無償化や各種支援などにより、結婚・妊
娠・出産・子育てに夢や希望を感じられる社会の実現
と、すべての子どもが健やかで安全・安心に成長でき
る環境を構築します。

●持続可能な森林づくり事業　/　1,562万円
　森林環境譲与税を活用し、病害虫による森林被害を
抑制するための森林病害虫被害木伐採業務のほか、山
林の作業道の整備などを実施します。

主な事業の概要と予算額
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最少の経費で最大の効果を

一般会計当初予算の推移
（億円）

施政方針と予算

73.569.5

87.2 80.6

65.968.7 69.3 66.4

74.5

（年度）
　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、｢

暮
ら

し
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち｣

づ
く
り
を

着
実
に
進
め
る
編
成
に
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
額
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
事

業
や
橋
梁
架
替
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
、
公

債
費
の
増
加
か
ら
、
前
年
度
比
７・
３
％
増
の

79
億
９
２
５
２
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
お
よ
び
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
町
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比

３・
５
％
増
の
１
１
２
億
３
９
６
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
、
全
体
的
に
経

済
が
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
た
め
、
前

年
度
比
２・
７
％
増
の
７
億
２
３
９
４
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
町
民
税

の
個
人
分
は
、
前
年
度
比
18
・
５
％
増
の

２
億
４
５
９
４
万
６
千
円
、
固
定
資
産
税

は
、
償
却
資
産
分
の
減
少
を
見
込
み
、
前
年

度
比
１・
６
％
減
の
３
億
６
７
７
９
万
８
千

円
と
し
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
の
う
ち
普

通
交
付
税
は
、
前
年
度
比
５・
２
％
増
の

33
億
８
４
３
３
万
７
千
円
、
特
別
交
付
税
は

14
・
９
％
減
の
３
億
４
２
０
９
万
３
千
円
と
し

ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
は
、
特
定
地
域
脱
炭
素

移
行
加
速
化
交
付
金
、
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
負
担
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

81
・
９
％
増
の
13
億
８
７
３
５
万
千
円
、
県
支

出
金
は
、
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災

事
業
費
補
助
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

比
30
・
６
％
減
の
４
億
３
０
０
２
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
歳
出
は
、
子
育
て
支
援
、
健
康
福
祉
、
教
育
、

農
業
の
推
進
な
ど
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応

え
る
こ
と
に
重
心
を
置
き
、
将
来
に
向
け
た
取

り
組
み
に
も
力
を
入
れ
た
予
算
措
置
を
行
い
ま

し
た
。
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
、

前
年
度
比
１・
５
％
減
の
12
億
６
３
２
万
９
千

円
、
扶
助
費
は
、
前
年
度
比
７・
９
％
減
の

５
億
３
８
０
４
万
２
千
円
、
公
債
費
は
、
前
年

度
比
５・
２
％
増
の
13
億
１
４
２
１
万
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
総
務
費
は
、

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
費
用
の
減

額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
１・
１
％
減
の

11
億
９
５
７
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
民

生
費
は
、
障
が
い
者
介
護
訓
練
等
給
付
費
の

減
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
２・
５
％
減
の

14
億
５
９
３
８
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
衛

生
費
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
や
省
エ
ネ

設
備
事
業
、
太
陽
光
発
電
設
備
事
業
の
実
施

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
５
９・
５
％
増
の

10
億
５
９
５
９
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
土

木
費
は
、
橋
梁
架
替
事
業
の
増
額
や
除
雪
機

械
購
入
な
ど
か
ら
、
前
年
度
比
２・
６
％
増
の

８
億
４
２
０
３
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
教

育
費
は
、
学
校
統
合
に
伴
う
管
理
経
費
な
ど

の
減
額
に
よ
り
、
前
年
度
比
18
・
３
％
減
の

４
億
７
４
３
５
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
災

害
復
旧
費
は
、
町
道
大
平
線
災
害
復
旧
工
事

の
実
施
に
よ
り
、
前
年
度
比
30
・
４
％
増
の

２
億
９
２
６
４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
お
よ
び
事
業
会
計
を
合
計

し
た
予
算
額
は
前
年
度
比
５・
０
％
減
の

32
億
１
１
４
３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
各

会
計
の
主
な
予
算
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
診
療

所
と
付
属
中
津
川
診
療
所
の
管
理
運
営
や
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
に
係
る
保
険
者
負

担
分
の
費
用
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
山
形
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
が
約
89
・
６
％
を

占
め
ま
す
。
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
給

付
費
が
全
体
の
約
90
・
５
％
を
占
め
ま
す
。
訪

問
看
護
特
別
会
計
は
、
各
家
庭
で
の
看
護
ケ
ア

に
当
た
る
看
護
師
な
ど
の
人
件
費
が
主
な
も
の

で
す
。
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
は
、﹁
美

の
里
﹂
で
の
施
設
入
所
介
護
・
通
所
デ
イ
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
・
施
設
管
理
が
主
な
も
の
で
す
。
５

つ
の
財
産
区
は
、
区
有
地
内
の
造
林
費
や
作
業

道
の
維
持
修
繕
費
が
主
な
も
の
で
す
。

　
水
道
事
業
は
、
中
央
配
水
池
耐
震
化
工
事
に

係
る
設
計
業
務
の
ほ
か
、
災
害
に
強
い
水
源
の

確
保
や
良
質
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
体
制

の
構
築
を
図
る
た
め
、
広
域
化
に
向
け
た
協
議

を
行
い
ま
す
。
下
水
道
事
業
は
、
農
業
集
落
排

水
施
設
の
接
続
率
の
向
上
や
施
設
の
適
正
な
維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
に
努
め
ま
す
。
給
排
水
人
口
の
減
少
に

よ
る
上
下
水
道
料
金
の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
一

方
で
、
上
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
は
多

額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。
本
年
10
月
に
上
下
水

道
料
金
の
改
定
を
行
い
、
健
全
な
事
業
経
営
と

持
続
的
で
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
・
事
業
会
計
予
算

79.9
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一　般　会　計
 歳 出　79億9,252万４千円   歳 入　79億9,252万４千円 

施政方針と予算

（目的別）

議会費
8,492万円

総務費総務費
11億958万円11億958万円

民生費民生費
14億5,938万円14億5,938万円

衛生費衛生費
10億5,959万円10億5,959万円

労働費
1,559万円

農林水産業費
７億5,775万円

商工費
2億5,300万円

土木費
8億4,203万円

消防費
３億2,647万円

教育費
４億7,435万円

災害復旧費
２億9,265万円

公債費
13億1,421万円

予備費
300万円 町税

７億2,394万円

地方譲与税
8,890万円

各種交付金
２億2,745万円

地方交付税地方交付税
37億2,643万円37億2,643万円

分担金・負担金
897万円

使用料・手数料
8,425万円

国庫支出金
13億8,735万円

県支出金
４億3,002万円

財産収入・寄附金
３億4,893万円

繰越金
１億2,000万円

諸収入
7,858万円

町債
４億2,610万円

繰入金
３億4,160万円

一　般　会　計　の　構　成

○一般会計…基本的な行政サービスを経理する会計

歳 出
（性質別） 人件費

15.1％

扶助費
6.7％

公債費
16.4％

物件費
12.0％

義務的経費

維持補修費
6.9％

補助費など
17.5％

繰出金
6.3％

投資的経費
18.3％

その他
0.8％

歳 入
町税
9.1％

繰入金
4.3％

その他
8.0％

自主財源

各種交付金
2.8％

地方譲与税
1.1％

国庫支出金
17.4％

県支出金
5.4％

地方交付税地方交付税
46.6％46.6％

特 別 会 計 ・ 事 業 会 計 ○特別会計…特定の事業を行うために一般会計と区分して経理する会計
○事業会計…民間企業と同じように事業収入によって運営する会計

本年度 前年度 前年度対比 本年度 前年度 前年度対比
国 民
健康保険

事 業 勘 定 73,321 72,327 1.4 萩 生 財 産 区 58 41 41.5
直 診 勘 定 8,672 8,498 2.0 豊 原 財 産 区 48 32 50.0

後 期 高 齢 者 医 療 13,919 11,356 22.6 添 川 財 産 区 466 474 ▲ 1.7
介 護 保 険 95,111 93,668 1.5 豊 川 財 産 区 48 37 29.7
訪 問 看 護 2,216 2,143 3.5 中 津 川 財 産 区 527 516 2.1
介 護 老 人 保 健 施 設 33,434 33,014 1.3

水 道 事 業
損 益 勘 定 23,308 23,540 ▲ 1.0
資 本 勘 定 5,941 9,790 ▲ 39.3

下水道事業
損 益 勘 定 44,347 48,526 ▲ 8.6
資 本 勘 定 19,728 33,921 ▲ 41.8

（単位：万円）

※各会計とも、１万円未満を調整して掲載しています
自主財源…自前で収入できるお金
依存財源…使途が定められて交付されるお金
繰入金…特別会計や基金から繰り入れるお金
町債…国や金融機関から借り入れるお金

義務的経費…支出が義務付けられたお金
扶助費…児童福祉や高齢者などへ生活を維持するために支出するお金
公債費…町債の返済に必要なお金

地�方交付税…�全国一律のサービスが受けられるように一定の基準で町に
交付されるお金

地�方譲与税…�国などに納められた税金のうち、一定の基準で町に配分さ
れるお金

繰出金…特別会計などへ支出するお金

歳入

歳出

用 語 の 解 説

町債
5.3%
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　２月12日、バイオマス液肥利用組合（中村仁一組
合長）が令和７年度東北農政局「ディスカバー農山漁
村（むら）の宝」奨励賞を受賞しました。同組合は、
ながめやまバイオガス発電所で生産された液肥を水田
などへ散布し化学肥料の代替とコスト削減を図ってい
る点が高く評価されました。中村組合長は
「今後も液肥を使い、収量拡大や食味の良
い米を栽培したい」と抱負を述べました。

　３月29日、白川湖において、水没林観光教育ネイ
チャーカヌー体験教室が行われました。白川湖の水没
林の観光資源としての魅力を親子で考えてもらおうと
地域おこし協力隊の高橋枝里さんが企画し、８組16
名が参加。呼吸を合わせてカヌーをこぎ、シロヤナギ
やお気に入りの景色を親子で探しました。
参加者は「湖面に写る山がきれいだった。
また乗ってみたい」と話してくれました。

水没林観光教育　ネイチャーカヌー体験教室

親子で地域の魅力を発見

持続可能な農業を目指し

ディスカバー農山漁村（むら）の宝奨励賞受賞

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。

役場企画課ＤＸ推進室まで（直通 87-0522）

　３月７日、東部地区まちづくりセンターにおいて、
祝卒業親子そば打ち体験教室が行われ、添川小学校６
年生とその保護者６名が参加。添川地区の手打ちそば
愛好会つなぎの会（二瓶茂則会長）の方が講師となり、
そば粉を混ぜるところから生地を切るところまでの全
ての工程を体験。参加者は「子どもが大人
になっても、この体験がいい思い出として
残っていたらうれしい」と目を細めました。

親子で楽しくそば打ち体験

祝卒業　親子そば打ち体験教室
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　３月７日、こどもみらい館において、にこにこルー
ムと大きくなったね会が行われ、12名が参加。色摩
彩音さん（萩生）による春を感じるピアノコンサート
やリズム遊びを楽しみました。また、手形を取り、身
長や体重を記入しカードを作りました。参加者は「親
子で楽しめたし、手形の大きさだけでな
く、音楽を通して子どもの成長を感じられ
た」と優しいまなざしで話してくれました。

　３月２日から９日まで、白椿地区まちづくりセン
ターにおいて、白椿地区ひな祭り週間が開催されまし
た。会場には地区の方から借用した雛飾り４組が展示
され、家族連れや小学生、百歳体操参加者などが見学
しました。ほのぼのサロンに参加した方は「今はな
かなかお雛さまを飾る機会も場所もないの
で、美しいお雛さまを見ることができて良
かった」とほほ笑みながら眺めていました。

　２月28日、めざみの里観光物産館において、第58
回西置賜地区スポーツ振興懇談会兼令和７年度飯豊町
スポーツ振興懇談会が開催され、西置賜地区のスポー
ツ関係者約50名が参加。基調講演では、いいでカヌー
クラブ代表堀江守弘氏が「地域の魅力をグローバル
へ」と題し、白川湖の水没林の魅力や地域
での活用などを話しました。参加者は真剣
な表情で聴講していました。

News 町の話題

組込プログラミング体験会（電動
モビリティシステム専門職大学）

西置賜地区スポーツ振興懇談会兼町スポーツ振興懇談会 にこにこルーム　大きくなったね会

地域の魅力的な資源を知る 子どもの成長に目を細める

白椿地区ひな祭り週間

美しい雛飾りに表情が和らぐ

３/７ ２/28

飯豊わくわくこども園・中部地区婦人学級お
雛様交流会（中部地区まちづくりセンター）

２/25

第２回飯豊学講座
（中部地区まちづくりセンター）
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◆問合せ先／地域整備課上下水道室☎87-0515

２.料金の確認方法

　今回の料金改定による差額は、検針時に投函し
ている「使用水量等のお知らせ」をご覧いただき、
下記の例を参考にご確認ください。　
●左記の矢印について　（例の場合）
　A／口径（ｍｍ）　　　13㎜
　B／用途　　　　　　��一般用
　C／使用水量（水道）　20㎥
　D／汚水量（下水道）　20㎥
　E／水道料金（現在）　F／下水道使用料

●令和８年10月請求分からの新料金
　▲水道料金　　　5,225円（※１）
　▼下水道使用料　3,960円（※２）
　この場合の新旧比較は、下表の「13㎜口径、
使用水量20㎥」をご覧ください。
※１�　水道料金5,225＝基本料金1,155＋従量料
金4,070

　（従量料金4,070＝154×10㎥＋253×10㎥）
※２�　下水道使用料3,960＝�基本料金1,980（10
㎥まで）＋超過料金1,980

　　（超過料金198×10㎥ =1,980）

３.家庭での料金の新旧比較

A
▽ ▽
13 一般用

120
100
0
20

20

4,620
420

3,080
280

11 7,700

口径・使用水量
▲水道料金 ▼下水道使用料 差額の

合計現在 新料金 差額 現在 新料金 差額

13㎜

５㎥ 2,310 1,925 ▲385 1,540 1,980 440 55

10㎥ 2,310 2,695 385 1,540 1,980 440 825

20㎥ 4,620 5,225 605 3,080 3,960 880 1,485

30㎥ 6,930 8,085 1,155 4,620 5,940 1,320 2,475

20㎜ 20㎥ 4,829 5,445 616 3,080 3,960 880 1,496

使用水量・口径の各パターンにおける現在、新料金、差額は次のとおりです。
（例として、ご利用の多い使用水量・口径の５パターンを記載しています。）

　町ホームページに新料金表による「計算シート」と「料金早見表」を掲載しています。
　また、「料金早見表」は、役場１階談話室、各地区まちづくりセンターに設置しております
のでご利用ください。

単位：円

▽
▽

飯豊町大字椿2888番地
飯豊　水太　様

７ 11

B

C
D

▽

口径 用途 使用
水量

水道料金 下水道使用料
現在 新料金 現在 新料金

13㎜ 一般用 20㎥ 4,620 5,225 3,080 3,960
A B CD E ※１ F ※２

例

F▽E
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～上下水道の未来に向けて～

上下水道料金を改定します
令和８年９月使用分から
上下水道料金（料金表）を改定します

　水道施設の耐震化を進める財源とし、また、下水道事業の料金で賄うべき赤字分を抑え、
上下水道事業の安全で安心なサービスを提供していくため上下水道料金（料金表）を改定し
ます。今回は、新たな料金表の見方、料金の確認方法、家庭における料金の新旧比較につい
てお知らせします。

水
道

改定時期　令和８年９月使用分～※
改定率　　平均10％引上げ
（口径や使用量により異なります）

改定時期　令和８年９月使用分～※
改定率　　最大28.6％引上げ
（使用量により異なります）

下
水
道

※９月検針日から10月検針日までの使用水量（10月請求分）から、新料金表の適用を開始します

１. 新たな料金表の見方

用途 口径
（㎜）

基本料金
（円） 従量料金（円）

一般用

13 1,155 １㎥ごと
��1 ～ 10㎥　　　154
11～ 20㎥　　　253
21～ 40㎥　　　286
41～ 1,000㎥　�308
1,001㎥以上　　264

20 1,375
25 2,145
30 2,365
40 2,365
50 3,080
75以上 7,480

臨時用 　　　���6,600

分館用

13 （10㎥まで）
1,529

１㎥ごと
11～ 20㎥　　　253
21～ 40㎥　　　286
41～ 1,000㎥　�308
1,001㎥以上　　264

20 1,639

25 1,683

▲水道料金

▼下水道使用料

基本料金
（円）

超過料金
（円）

（10㎥まで）
1,980

（11㎥以上）
１㎥につき　198

①
①用途
　現行の「一般用」「団
体用」「営業用」「工業
用」などの区分を、「一
般用」に統一します

②基本料金
　水道メーターの口径ごと
料金を設定し、現行の基本
料金に含んでいる基本水量
は廃止します（例外的に、
「分館用」は10㎥までの
基本水量を継続し、10㎥
使用時に一般用よりも安価
な体系とします）

③従量料金
　使用水量に応じ、５段階
を新たに設定します

② ③

（農業集落排水処理施設・町管理浄化槽　共通）

④
④基本料金
　基本水量10㎥を継
続します（使用水量
10㎥まで超過料金は
発生しません）

⑤
⑤超過料金
　11㎥以上の１段階とし、
現行の101㎥からの加算は
廃止します

▽ ▽

▽
▽

▽
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ス
タ
ジ
オ
嵐
レ
ポ
ー
ト

♦
内
容

・
統
合
後
の
第
二
小
に
な
る
と
、
中
津
川
や

遠
方
の
子
ど
も
た
ち
は
バ
ス
で
す
ぐ
帰
宅

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
せ
っ
か
く

仲
間
が
増
え
る
の
に
新
し
い
仲
間
と
放
課

後
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
寂

し
い
思
い
を
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
る

・
飯
豊
町
に
は
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
今

ま
で
の
観
光
は
ど
ん
ぶ
り
勘
定
で
デ
ー
タ

集
め
な
ど
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
後

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
仮
説
を
立
て
て
、

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い

次
回
予
告
！

♦
開
催
日
／
４
月
21
日
㈫

♦
時
間
／
10
時
30
分
〜
17
時

♦
場
所
／
役
場
２
階
町
長
室

※
出
張
ス
タ
ジ
オ
嵐
も
受
け
付
け

て
い
ま
す

♦
そ
の
他
／
個
人
・
団
体
と
も
に

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予

約
優
先
で
す
。

問　
役
場
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
室

　
　
☎
８
７-
１
１
8
２

◀
ス
タ
ジ
オ
嵐
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん（
一
部
）

Part 10

　
３
月
は
、６
名
の
方
が
役
場
を
訪
れ
、ス
タ
ジ
オ
嵐
を
開
催
し
ま
し
た
。

あなたの年金簡単確認　「ねんきんネット」

◆「ねんきんネット」でできること
・自身の年金記録の確認　・将来の年金見込額の確認
・「ねんきん定期便」や各種通知書の確認
・国民年金保険料口座振替の申し出など
◆「ねんきんネット」を利用するには？
利用登録（ユーザID）の取得またはマイナポータ

ルからの連携が必要です。利用登録の際は、基礎年金
番号とメールアドレスが必要となりますので、手元に
基礎年金番号が確認できるもの（年金手帳・年金証書・
各種通知）をご用意の上、登録申請を行ってください。
◆�「マイナポータル」と「ねんきんネット」の連携で
さらに便利に！
マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータ
ル（※）にログインし、「年金」から、下部にある「トッ
プページ（ねんきんネット）」にアクセスできます。
（※）政府が運営するオンラインサービスで、マイナ

ンバーカードでログインすることで、子育てや介護な
どの行政手続きがワンストップでできたり、行政機関
が持つ特定個人情報を確認できたりするポータルサイ
ト（利用方法は内閣府ホームページをご覧ください）
【インターネットの利用が難しい方】
米沢年金事務所、役場住民課住民室でも年金記録を
確認できます。本人確認書類、基礎年金番号またはマ
イナンバーがわかる書類を持参してください。年金事
務所に来訪する際は、年金相談の事前予約が必要です。
◆�米沢年金事務所予約専用電話
　☎0570-05-4890（平日8:30 ～ 17:15）
◆「ねんきんネット」に関する問い合わせ専用番号
☎0570-058-555（ナビダイヤル）
◆問合せ先
役場住民課住民室☎87-0511

住民課
     住民室から

お知らせ

　「ねんきんネット」を利用すると、24時間いつでもどこ
でも、パソコンやスマートフォンなどからご自身の年金情
報を確認することができます。

ねんきんネット↑
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協力隊通信

協
力
隊
通
信
Vol.70

高
橋
枝
里

　
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
中
津

川
地
区
で
、
最
も
雪
深
く
寒
さ
の
厳
し

い
時
期
に
﹁
第
45
回
中
津
川
雪
祭
り
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
沿
い
に
ろ

う
そ
く
を
灯
す
﹁
炎
の
回
廊
﹂
が
幻
想

的
な
光
を
放
ち
、
雪
に
包
ま
れ
た
夜
の

景
色
を
優
し
く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

静
か
な
雪
景
色
の
中
で
、
雪
国
な
ら
で

は
の
冬
の
魅
力
と
地
域
の
温
か
さ
を
感

じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
制
作
を
映
像

制
作
の
方
と
一
緒
に
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
準
備
の
一
環
と
し
て
町
内
の
小
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と

関
わ
る
中
で
、
日
常
の
風
景
や
暮
ら
し

が
町
の
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
撮
影
を
通
し

て
町
の
良
さ
が
伝
わ
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

45

美
し
い
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
く

　
　
　
　
添
川
水
芭
蕉
群
生
地

に
添
川
地
区
住
民
で
保
全
活
動
を
始
め

大
切
に
守
り
続
け
、
案
内
板
を
設
置
し

た
り
、
遊
歩
道
を
整
備
し
た
り
し
て
現

在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
﹂。

　
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
、
サ
ト
イ
モ
科
の

耐
寒
性
多
年
草
（
氷
点
下
の
冬
で
も
屋

外
で
枯
れ
ず
に
越
冬
し
、
毎
年
花
を
咲

か
せ
る
多
年
草
・
宿
根
草
の
こ
と
）
で

湿
地
で
春
に
咲
く
花
で
す
。
添
川
水
芭

蕉
群
生
地
で
の
見
ご
ろ
や
訪
問
時
の
注

意
点
を
尋
ね
る
と
、

﹁
雪
が
消
え
る
と
花
が
咲
き
始
め
、
４

月
中
旬
か
ら
５
月
の
連
休
前
く
ら
い
ま

で
が
見
ご
ろ
で
す
。
鑑
賞
時
間
は
、
午

前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
遊

歩
道
や
ベ
ン
チ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ゆ
っ
く
り
鑑
賞
で
き
ま
す
。
上
代
地
区

か
ら
川
西
町
に
向
か
う
県
道
２
５
０
号

椿
川
西
線
沿
い
に
案
内
看
板
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
を
目
印
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
群
生
地
の
奥
に
駐
車
場
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
、

道
が
狭
く
、
す
れ
違
う
の
が
大
変
な
の

で
、
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
﹂。

　
来
月
は
、
眺
山
観
光
協
会
の
活
動
や

群
生
地
へ
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

５
月
号
に
続
き
ま
す

い
い
で
人
の
力
を
ま
ち
の
力
に
！

〜
輝
く
町
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
町
民
の
方
に
活
動
や

町
へ
の
思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。
今
回
は
、
眺
山
観
光
協
会
会
長　
　
　
　

佐
藤
芳
栄
さ
ん
（
松
原
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
添
川
水

芭
蕉
群
生
地
を
管
理
し
、
地
域
の
宝
を

守
る
眺
山
観
光
協
会
会
長
の
佐
藤
芳
栄

さ
ん
。
眺
山
観
光
協
会
は
、
添
川
財
産

区
、
東
部
地
区
長
会
、
東
部
地
区
高
砂

会
、
東
部
地
区
活
性
化
協
議
会
、
東
部

地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
東
部
地

区
商
工
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
添

川
水
芭
蕉
群
生
地
に
つ
い
て
、

﹁
も
と
も
と
上
代
地
区
の
眺
山
地
帯
の

雪
解
け
水
が
流
れ
込
む
湿
地
帯
に
水
芭

蕉
が
自
生
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
54
年４月中旬から見ごろとなる水芭蕉群生地

添川水芭
蕉群生地
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◆国民健康保険診療所（椿）�☎72-2300 ◆付属中津川診療所�☎77-2330
※空欄は休診です５月の診療予定・担当医師

○�水曜日の午後・木曜日は休診です
○�小児の予防接種は、月・火・金曜日の午後４時から行い
ます。ワクチン手配の都合上、事前に予約してください
【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30　午後�1:30 ～ 4:00

○診療日は月・水・金曜日の午前です
○�小児・高齢者の予防接種は、ワクチン手配の都合上、
　事前に予約してください
【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30

月 火 水 木 金 土 日
１日 ２日 ３日

午前 髙木
（祝日）

午後 髙木
４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日

午前 （祝日）（祝日）（祝日）
髙木

午後 髙木
11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日

午前 髙木 髙木 総合診療科
医師 髙木

午後 髙木 髙木 15:00～

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日
午前 髙木 髙木 総合診療科

医師 髙木

午後 髙木 髙木 15:00～

25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日
午前 髙木 髙木 総合診療科

医師 髙木

午後 髙木 髙木 髙木

月 火 水 木 金 土 日
１日 ２日 ３日

午前 小澤
（祝日）

午後
４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日

午前 （祝日）（祝日）（祝日）
小澤

午後
11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日

午前 小澤 豊野 小澤

午後
18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日

午前 田村 豊野 小澤

午後
25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

午前 小澤 豊野 小澤

午後

　皆さんの健康維持のため、体の調子が悪いときや気になる症状があるなど、お困りの
ことがありましたら、お気軽にご相談ください。健康診断、内視鏡検査、腹部超音波検
査、訪問診療などについては、事前にご相談ください。

◆国民健康保険診療所（椿）

曜日 午前　受付時間 午後　受付時間 医師

月 8:30　～　11:30 休診
第１．３．５　田村　祐樹

　　�第２．４　　��小澤　孝一郎
火 休診 休診 －
水 8:30　～　11:30 休診 豊野　充
木 休診 休診 －
金 8:30　～　11:30 休診 小澤　孝一郎

土・日・祝日・年末年始　休診

◆付属中津川診療所

曜日 午前　受付時間 午後　受付時間 医師
月 8:30　～　11:30 1:30　～　4:00 髙木　潤一
火 8:30　～　11:30 1:30　～　4:00 髙木　潤一
水 8:30　～　11:30 休診 公立置賜総合病院総合診療科医師
木 休診 休診（訪問診療） ー
金 8:30　～　11:30 1:30　～　4:00 髙木　潤一

土・日・祝日・年末年始　休診

国民健康保険診療所
令和８年度の診療体制をお知らせします
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　「サロン」とは、地域の中で仲間づくりや多世代交
流を行う、人と地域を結ぶふれあいの場のことを言い
ます。町社協が支援している「ふれあい・いきいきサ
ロン」は【気軽に 無理なく 自由に 楽しく】を合言葉
に、参加者が元気になれる地域の茶の間をめざして活
動しています。
【ふれあい・いきいきサロンの良いところ】
①「きょういく」と「きょうよう」がある
　出かける場所（今日行く）があること、決まった日
に用事（今日用）があることで、生活に張りが出ます。
②人と会って楽しい時間を過ごせる
　サロンの仲間と楽しい食事をしたり会話が弾んだり
すると、笑顔が増えて若々しくなります。
③集落全体で助け合う関係ができる

　見守りやおすそ分けなど、お互いを気にかけ合う関
係ができ、集落に支え合いが広がります。
　“体調を崩したから”“高齢になったから”とサロン
を離れる方は少なくありません。ですが、介護保険サー
ビスの自立支援を利用して元気を取り戻す方が増えて
いる今、その方がずっと元気でいるための居場所とし
てサロンが重要になっています。
　仲間と楽しく過ごし、無理せず体を動かすことがで
きるサロンは、生きがいづくりと地域交流ができる場
所です。元気になるた
めにサロンに行く習慣
を、地域のたくさんの
仲間と共有していきま
しょう。

◆問合せ先／（社福）飯豊町社会福祉協議会☎72-3353
　　　　　　町健康福祉課福祉室☎86-2233

地域での
支え合い・助け合い

第48回地域支え合い推進員通信
できることから

始めよう

元気になるための場所 ～ふれあい・いきいきサロン～

｜
お
題
／
「
春
」
ま
た
は
自
由
題
｜

屋
根
の
雪　

解
け
る
し
ず
く
の　

リ
ズ
ミ
カ
ル

四
季
巡
り　

春
風
仰
ぎ　

木
々
芽
吹
く

店
頭
に　

並
ぶ
野
菜
が　

春
告
げ
る

朝
夕
の　

雪
ど
け
眺
め　

も
う
彼
岸

春
を
待
つ　

雪
の
下
で
の　

ふ
き
の
と
う

も
う
立
春　

カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
る　

老
い
の
早
さ

ガ
ラ
ス
戸
を　

笑
っ
て
た
た
く　

春
の
風

春
間
近
か　

流
れ
る
校
歌
に　

涙
す
る

植
え
し
桜　

校
名
消
え
て
も　

永
遠
に
咲
け

春
が
来
る　

孫
の
入
学　

楽
し
み
だ

春
く
れ
ば　

い
ろ
ん
な
花
が　

み
ら
れ
ま
す

二
月
だ
よ　

春
が
く
る
の
が　

ま
ち
ど
う
し

「
早
く
来
い
」　

窓
辺
で
叫
ぶ　

福
寿
草

雪
ど
け
や　

春
を
待
っ
て
る　

ふ
き
の
と
う

山
々
の　

芽
吹
く
緑
に　

春
想
う

雪
の
中　

が
ん
ば
っ
た
ね
と　

日
記
帳

川
柳
の　

春
の
お
題
に　

花
満
載

又
起
き
た　

日
々
混
迷
は　

治
ま
ら
ず

総
選
挙　

人
気
投
票
化
の　

罪
深
し

雪
が
解
け　

春
待
つ
新
芽　

踊
り
出
す

震
災
を　

忘
れ
て
な
ら
ぬ　

め
ぐ
る
春

中中中中中中中高
峰

高
峰

高
峰

高
峰

高
峰

高
峰

高
峰

高
峰

高
峰

高
峰

小
白
川

小
白
川

椿椿

大
谷
部　

サ
ヨ

長
岡　

幸
子

長
岡　

栄
子

長
岡　

ふ
み

長
岡　

日
出
子

坂
爪　

チ
ヨ

長
岡　

克
子

小
川　

と
よ
子

紙
一
重
（
雅
号
）

鈴
木　

さ
よ

鈴
木　

智
子

伊
藤　

は
る
子

伊
藤　

茂
子

鈴
木　

信
一

遠
藤　

典
子

鈴
木　

満
喜
子

佐
原　

清
子

山
口　

廣
美

風ふ

う

し

す

き

や

刺
好
爺
（
雅
号
）

土
田　

達
雄

安
部　

洋
一

　

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
号
先
着
20
名
（
１
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今 月 の 展 示 コ ー ナ ー
　雪が消え、草花や樹木も芽吹
き始めました。
　４月は、いろいろなタネの本
を展示します。図書室でも春を
感じてくださいね。

新　着　図　書

　　❖❖❖　今月の展示コーナー　❖❖❖

新　着　児　童　書

風を織る

叫び�

あさの�あつこ／著
出版／実業之日本社

ぷりんぽよん

小噺十二か月

まめたろう／作
出版／ブロンズ新社

川端�誠／作
出版／ロクリン社

畠山�丑雄／著
出版／新潮社

「あ～す」図書室
·�開館時間／㈫～㈰　９:00 ～ 17:00
　（９月までは、日曜を除き 19:00 まで開館）
·休館日／毎週月曜日、祝日、年末年始
·問合せ先／☎72-3111

今月のおすすめの本
一般図書

国立がん研究センターがん対策研究所／編著
出版／小学館クリエイティブ

　がんの診断や治療、療養生活で困った
こと・不安に感じることが出てきたとき
に必要とされる情報をまとめたガイド
ブック。患者の体験談も紹介。

国立がん研究センターのがん
になったら手にとるガイド

永井�郁子／作絵　寺村�輝夫／原案
出版／あかね書房

　わかったさんたちは、スゴロクでイチ
ゴマシュマロの材料を集めることに…。
作家・寺村輝夫の世界を、永井郁子が受
けついで物語と絵を描く。レシピ、スゴ
ロク付き。

児童図書

図書室では、花粉症対策コーナーや子育て世代
向けなどいろいろなコーナーを設けています。
　春の陽気に誘われて、図書室まで足を運んでみ
ませんか。展示してほしいコーナーなどがあれば
お気軽にお申し付けください。

　　　　◆子育て世代におすすめの本

　　　　　◆花粉症対策コーナーの本

　　　◆ミステリー好きにおすすめの本

「あ～す」図書室展示コーナー 一緒に「読書の木」を育ててみませんか

図書室では今年度もみんなで「読書の木」を育
成します。図書室で発行する「おすすめ本カード」
に自分のおすすめの本を書いて、図書室内にある
「読書の木」に貼りましょう。「おすすめ本カー
ド」が増えるほど、読書の木は大きく立派になっ
ていきます。
　みなさんで彩り深く、「読書の木」を育ててみ
ませんか。

町民総合センター「あ～す」開館時間

◆開館時間／９:00 ～ 22:00
※�館内の利用予約がない場合、４月～ 10月は
20:00で閉館、11月～３月は19:00で閉館と
します
※月曜日・祝日は休館です

わかったさんのマシュマロ
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事業所名 職　　種 雇用
形態

㈲中津川エフエフ 販売、事務【未経験の方応募歓迎】 正

㈲リペア・ナガオカ
自動車整備補助スタッフ【未経験者
応募歓迎】

正

日本郵便㈱長井郵便局 郵便配達業務（荒砥郵便局） 非

㈱セスナー

・�車載エアコン部品組立、検査、機
械オペレータ／飯豊町
・�はんだ付け良否判定『飯豊町／２
交替』
・�車両用電装部品製造『飯豊町／２
交替』
・�物流業務、部品・製品運搬、部品
入替作業／飯豊町

派

㈱佐竹製作所長井工場
金属部品加工および関連作業（正社
員／未経験者）

正

日本テクノ㈱
電気主任技術者、電気主任技術者（嘱
託）

正・非

ハ　ロ　ー　ワ　ー　クハ　ロ　ー　ワ　ー　ク
飯　豊　町　求　人　情　報飯　豊　町　求　人　情　報

　飯豊町内のハローワークの求人情報
を掲載します。
◇�２月19日以降に登録された３月16
日現在の町内求人情報を掲載してい
ます。雇用の状況により、募集が停
止されている場合があります。
◇事業所によっては複数の職種の募集
　がありますが、掲載枠の関係上、一
　部省略しています。
◇雇用形態は、正＝正規社員、非＝非
正規社員、派＝雇用派遣労働者で表
記しています。
◇�詳しくは、ハローワーク長井にお問
い合わせください。

◆問合せ先
　ハローワーク長井☎84-8609
　役場商工観光課産業連携室☎87-0569

　年間の中でも就職や引越しの時期と重なり、ごみの
排出量は、３月から５月にかけて多くなります。今回
は、ごみの出し方で特に注意してほしい点などをお知
らせします。
◆スプレー缶などの出し方
　スプレー缶やカートリッジ式ガス缶は、穴を開けて
ガス抜きし、穴の位置にマジックで○印を付けて出し
てください。ごみ収集車の火災事故防止のためですの
で、ご協力をお願いします。　
◆一世帯から出すごみ袋の目安
　一世帯から出すごみ袋は１回あたり３個以下を目安
にしてください。もし一世帯から多量のごみ袋が出さ
れると、ごみ収集車がすぐにいっぱいになり、ほかの
収集所のごみ袋を回収できなくなります。引っ越しや
大掃除で大量のごみが出た場合は、有料となりますが

長井クリーンセンターに直接搬入することもできます。
また、「地区・氏名」の記入漏れによるごみ袋の取り
置き事案がまれに見受けられます。ごみ袋には忘れず
に「地区・氏名」を記入しましょう。
◆有害・危険ごみ（モバイルバッテリーなど）の出し方
　有害・危険ごみは無色透明な小袋に入れて可燃ごみ
または不燃ごみの日に出してください。通常のごみと
一緒に捨てることによる発火事案が全国各地で報告さ
れています。
※詳しくは「ごみの分別表」でご確認ください
◆休日などのごみ受入れについて
　８月８日㈯、12月29日㈫は、長井クリーンセンター
へ直接搬入することができます。詳しくは「ごみカレ
ンダー」でご確認ください。
◆問合せ先／役場住民課生活環境室☎87-0514

ごみの出し方にご注意を！住民課生活環境室から住民課生活環境室から
ごみの分別表
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◆問合せ先／町健康福祉課子ども家庭健康室☎86-2338

令和８年度健康♡元気いいで町

ポイントをためて健康と特典をゲットしよう

◆対象者／町内在住の小学生以上の方（令和８年４月１日現在）
◆実施期間／令和８年５月１日㈮～令和９年１月31日㈰

　この事業は、町民の皆さんの健康づくりを応援する取り組みです。町で実施する健康づ
くり事業のほか、日々の健康づくりへの取り組み（毎日のウォーキングや血圧測定）、健
診の受診、スポーツイベントへの参加などに取り組むことでポイントをためることができ
ます。そのポイントを集めると、素敵な特典と交換することができます。

事　業　名 ポイント 事　業　名 ポイント

総合健診・人間ドック（２年連続） ５ 健診結果説明会 ５
健診結果で特定健診の基本的な項目
すべて異常なし 20 町主催の健康教室やスポーツイベント ５

１日の歩数が7,100歩以上が週２回以上（健
康アプリでの記録可） 10 体重または血圧または歩数を継続して記録　

（健康アプリでの記録可） 10

地区まちづくりセンター主催のグランドゴル
フやウォーキングイベント参加 ５ いいでスポーツクラブキララ主催スポーツイ

ベント参加 ５

飯豊町民スポーツセンタートレーニングルーム ３ 男の料理教室 ５

禁煙外来（初回受診） 20 禁煙できたら 30

らくらく筋トレ ２ いきいき百歳体操、ほのぼのサロン、ゆうゆ
うクラブ、いきいきサロン ２

めざみの里まつり「健康コーナー」 ５ 献血 10

対象事業の一部

ポイントを貯める
対象事業（下記参照）に
参加し、どんどんポイン
トをためよう！ > ①『やまがた健康づくり応援カード』がもらえます！

②達成者全員に特典賞品をプレゼント！（１人１つ）
③さらに抽選で豪華賞品を贈呈します！！
◆カード提出方法
　町健康福祉課へ郵送またはご持参ください（令和９年２月12日㈮まで）

50ポイント貯まったら♪

※�ポイントカードは健康福祉課、らくらく筋トレルーム、いいでスポーツクラブキララ、各地区
まちづくりセンターでも配布しています

◆�キララ主催ヒップホップとクライミング教室参加（計3回）15P
◆白川ダム湖畔マラソン５P　◆�めざみの里まつり「健康コーナー」参加５P
◆歯医者での定期健診５P　　◆まちづくりセンター主催ウォーキング５P
◆�手ノ子スキー場へ年５回15P　合計50P

学生の例ポイントの貯め方

◆職場の健診受診５P　　　　��◆健康目標設定、達成　計10P
◆健康アプリで体重管理10P　◆白川ダム湖畔マラソン５P
◆歯医者での定期健診５P　　��◆禁煙外来初回受診20P　合計55P

お勤めの方の例ポイントの貯め方

めざみの里まつり
「健康コーナー」の様子
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飯豊町役場
　TEL　0238­72­2111
　FAX　　　　72­3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　www.town.iide.yamagata.jp
E メール　iide-info@town.iide.yamagata.jp

飯豊町役場
　TEL　0238­72­2111
　FAX　　　　72­3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　www.town.iide.yamagata.jp
E メール　iide-info@town.iide.yamagata.jp

町ＨＰ

「 あ ～ す 」 ☎ 72­3111 社 会 福 祉 協 議 会 ☎ 72­3353 東部地区まちづくりセンター ☎ 74­2447
町 健 康 福 祉 課 ☎ 86­2233 ひ め さ ゆ り 荘 ☎ 74­2011 西部地区まちづくりセンター ☎ 75­2111
介 護 老 人 保 健 施 設 ☎ 86­2117 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ☎ 72­3086 中津川地区まちづくりセンター ☎ 77­2020
国民健康保険診療所 ☎ 72­2300 中部地区まちづくりセンター ☎ 72­2126 飯 豊 駐 在 所 ☎ 72­2245
付 属 中 津 川 診 療 所 ☎ 77­2330 白椿地区まちづくりセンター ☎ 72­2242

Information お知らせ

ターネット未回答の事業所ヘは５
月に県知事が任命した調査員が調
査票を配布します。回答は郵送ま
たはインターネットでお願いしま
す
　　役場企画課DX推進室
　　☎87-0522

　障がいの種類や等級により軽自動
車税が減免されます。
◆�減免の対象／身体障害者手帳・療
育手帳・精神障害者保健福祉手
帳・戦傷病者手帳の交付を受けて
いる方
※�適用条件の詳しい級別や不明な点
は以下までお問い合わせください
◆適用期間
　令和８年度分（毎年申請が必要）
◆�申請期間／軽自動車税納税通知書
が送付されてから４月30日㈭まで

町からの
▼ ご案内
▼

令和８年経済センサス
活動調査を実施します
経済センサス-活動調査は「統計

法」に基づき、経済の構造を全国的
および地域別に明らかにすることを
目的として実施される基幹統計調査
です。回答は簡単便利なインター
ネット回答がおすすめです。
◆基準日／６月１日
◆対象／すべての事業所・企業
◆�調査内容／名称および電話番号、
所在地、経営組織、従業者数、主
な事業内容、売り上げや費用の金
額など
◆�調査方法／４月からインターネッ
ト回答用の書類を郵送し、イン

町ＨＰ

◆�申請時の持ち物
　�　納税通知書・各手帳・免許証・
マイナンバーカードまたは通知
カード
◆�その他
　�　減免は普通自動車・軽自動車合
わせて１台のみ
・問申 　役場税務会計課税務室
　　　�☎87-0513

◆事業実施主体／自治会
◆�対象事業
　�　野生鳥獣の移動経路や潜み場と
なる藪や雑木林の刈払い、刈払っ
た草や木の処分
◆�補助金の額／補助対象経費に相当
する額（上限15万円）
※次ページへつづく

申 問申し込み 問い合わせ

軽自動車税減免制度

問

山形県野生鳥獣市街地等
出没対策事業の募集

藪の刈払い等（鳥獣緩衝帯の整備）
への支援（申込期限４月30日㈭）

林野火災注意報・警報の運用開始
令和７年２月の大船渡市大規模林野火災を受けて、

乾燥期など林野火災発生の危険性が高まる際に、市町
村が火の取扱いの注意を促すため「林野火災注意報」
（以下「注意報」）および「林野火災警報」（以下「警報」）
の運用を開始しました。
◆発令基準
◎�注意報／前３日間の合計降水量が１㎜以下で、かつ
①前30日間の合計降水量が30㎜以下、または②乾
燥注意報が発表された場合
◎�警報／上記の注意報に加えて、強風注意報が発表さ
れた場合
※�発令時は、町ホームページやSNS、消防車両などで
お知らせします

◆注意報・警報の発令により火の使用が制限されます
「注意報」では火の使用制限に従うよう努めてくだ
さい。「警報」では火の使用が制限され、違反すると
罰則が科せられます。
【火の使用制限の内容】
・山林、原野での火入れ、または喫煙
・煙火（玩具用花火を含む）の消費
・屋外での火遊び、またはたき火
・�屋外で引火性または爆発性の物品、可燃物付近での喫煙
・�残火（たばこの吸い殻を含む）取灰または火粉の始
末の徹底
◆対象区域／町内全域
◆発令対象期間／３月から６月まで
問 総務課防災管財室☎87-0695

県内の発令状況
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◆事業実施主体／自治会または個人
◆�対象事業／野生鳥獣を誘因する不
要果樹の伐採や伐採した木の処分
◆�補助率／県３分の１、（伐採１本
あたり上限１万円）、市町村３分
の１、自治体または個人３分の１

※要件など詳細は問い合わせください
・問申 　役場農林振興課農林整備室
　　　�☎87-0526

白川湖岸公園沿いの主要地方道川
西・小国線ほかで渋滞の発生が見込
まれるため、以下のとおり湖岸公園
駐車場で駐車料金をいただき、駐車
場や係員の整備、湖岸公園管理、観
光振興に活用します。
◆�期間・金額
　４月18日㈯～５月17日㈰
【白川湖岸公園駐車場】
　（自動車1,000円、二輪車500円）
【�源流の森駐車場】
　無料（５/２～５/５は1,000円）
◆バス運行について
　混雑のピークが予想される５月
２日㈯～５日㈫９時～16時の間は、
源流の森駐車場から湖岸公園まで無
料のシャトルバスを運行します。
◆中津川橋工事に伴う通行止め
　４月24日㈮まで主要地方道米沢
飯豊線「中津川橋」は平日日中に通
行止めとなります。
・�通行止め時間帯
　８時～12時、13時～17時
※�土日、平日早朝と夜間、平日12
時～13時は規制が解除されます
◆町民の皆さんへのお願い
・�白川湖の水没林は、３月下旬から４
月中旬は残雪の水没林「白の水没
林」、４月中旬から５月中旬は新緑
の水没林「緑の水没林」と約２カ月
間、見ごろが続きます。GWの10
時～15時を外してご来訪ください
・�水没林シーズンに長期間、駐車料金
が必要になりますが、町民の皆さん
は受付での本人確認証の提示で無料

Informationお知らせ

がん患者さんとご家族が不安や悩
みを語り合う場であり、ピアサポー
ター（がんの経験者）が一緒に考え
ます。お気軽にお越しください。
◆�開催日／５月13日㈬、７月13日
㈪、９月３日㈭、11月13日㈮、
令和９年３月23日㈫
◆時間／14:00～１時間程度
◆場所／公立置賜総合病院�第４会議室
◆受付／１階患者サポートセンター
◆参加費／無料（予約不要）
　　�公立置賜総合病院がん相談支援
センター（患者サポートセン
ター内）☎0238-46-5000（代）

◆日時／５月31日㈰10:00～15:00
◆場所／リナワールド（上山市）
◆�内容／ひとり親家庭支援制度の紹
介、交流会など
◆�対象／県内のひとり親家庭（中学
３年生までの子どもがいる世帯）
◆�参加費／子ども（３歳以上中学３
年生まで）１人1,700円（３歳未
満無料）、大人１人800円

◆�申込方法／ホームページのご相談・
お問い合わせフォーム
◆申込期限／４月20日㈪
　（定員になり次第終了）
　　　�（一財）山形県母子寡婦福祉連

合会事務局☎023-633-0962

◆日時／４月19日㈰８:00～15:00
◆�場所／陸上自衛隊神町駐屯地（東
根市）

◆�内容／記念式典（観閲式・観閲行
進）、音楽演奏、体験搭乗、野外
売店、キッズイベント、
写真パネル展示など
◆駐車場／2700台分あり
　　�記念行事実行委員会☎0237-
48-1151（内5291）

といたします。ぜひ、渋滞発生防止
のため混雑を避けつつ、町のすばら
しい観光資源にご家族で親しんでい
ただき、町外・県外・海外への情報
発信をお願いします

　↑ホームページ����↑Instagram
　　　役場商工観光課観光交流室
　　　�☎87-0523

研修カリキュラム（全47時間／
６月～12月）をすべて受講し、修
了試験に合格すると通訳ガイドの資
格取得が可能です。
◆�応募条件／ TOEIC730点以上、
または実用英語技能検定準1級以
上に相当する英語能力
◆�応募要件／資格取得後、飯豊町、
長井市、南陽市、白鷹町、小国町
のガイド案内業務に対応できる方
◆受講料／無料
◆募集人数／若干名
◆�申込期限／５月１日㈮12時まで
◆�申込方法／指定の参加申込書に必
要事項を記入の上、長井市観光文
化交流課の窓口へ持参
　　　�（一社）やまがたアルカディ

ア観光局☎88-1831

◆募集期間／４月20日㈪～24日㈮
◆時間／９:00～16:30
◆�募集団地予定／県営飯豊アパート
（詳しくはお問い合わせください）
◆入居時期／令和８年７月上旬
　　　�山形県すまい・まちづくり
　　　公社置賜地域管理事務所
　　　（置賜総合支庁本庁舎５階）
　　　☎0238-24-2332

「白川湖の水没林」の
混雑予想とお願い

県営飯豊アパート
入居者募集

▼お知らせ

さんさんサロン（がんサロン）
～３のつく日はサロンの日～

ひとり親家庭交流会
開催

第６師団創隊64周年・神町
駐屯地創立70周年記念行事

不要果樹の伐採支援

「山形県置賜地域通訳案
内士」資格取得者募集

・問申

・問申

・問申

問

・問申

問



広報いいで 2026/4/923

◆�開講講座／①作物栽培講座②さく
らんぼ栽培講座③なす「山形N1�
号」栽培講座④りんどう講座⑤乳
用牛および肉用牛の飼養管理⑥農
業簿記講座⑦農産加工基礎講座
◆�受講料／無料（教材費等実費負担
の場合あり）

◆申込期限／随時受付中（途中受講可）
　　　�置賜総合支庁西置賜農業技術

普及課☎88-8214

　労使間トラブルでお悩みの方の相
談に対応します。（無料・秘密厳守）
◆�日時／４月16日㈭、５月14日㈭、７
月９日㈭、８月20日㈭、９月10日㈭
◆会場／村山総合支庁本庁
　舎６階（オンライン相談可）
◆予約／前日正午まで
・問申 　山形県労働委員会事務局
　　　�☎023-666-7784

◆��日程／①丙種：５月18日㈪②乙
種第４類：５月18日㈪・19日㈫
◆時間／各日９:30～16:30
◆定員／①20名②80名
◆場所／米沢市すこやかセンター
◆申込期限／５月８日㈮※先着順
◆�申込書配布／西置賜行政組合消防
本部、消防署、各分署

問　西置賜行政組合消防本部予防課
　　☎88-1797ほか

　協会けんぽ山形支部の健康保険料
率は、３月分（４月納付分）より現
行と同率の9.75％に、介護保険料
率は1.59％から1.62％に引き上げ
げられます。
　　全国健康保険協会山形支部
　　☎023-629-7225

令和８年度農業経営
実践講座受講生募集

Information お知らせ

５月14日㈭５月14日㈭
次回発行日

労働悩みごと相談会
を開催します
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　３月28日、町民総合センター
「あ～す」でいいで舞ノ舞フェ
スが開催されました。県内外か
ら約300人のパフォーマーが参
加し、元気いっぱいのダンスや
華麗な舞を披露し会場は大いに
盛り上がりました。

今月の表紙

相談日のお知らせ
★次回の相談・日程
・人権なんでも相談
　５月13日㈬
★時間／13:00～15:00
★�会場／町民総合センター

・問申 　役場住民課生活環境室
　　☎87-0514

４月の納税情報
★税／軽自動車税
★納期限／４月30日㈭
問 役場税務会計課税務室
　　☎87-0512・87-0513
プロモーション

映像

facebook �LINE

HP

　表紙の題字は、公募で採用が決定
した後藤恭子さんの作品です。
　後藤さんは、飯豊町には美しい
木々が多いと感じ、題字を木で制作
してくれました。いいでの「で」の
文字に町のマークの様な山をイメー
ジして配置したそうです。

NEW　TITLE

・問申

危険物取扱者試験
準備講習会

協会けんぽの
保険料率等が変わります

問

（２・３月届け出分）

心からおくやみ申し上げます
住　所 氏　　名 年齢

添 川 昭 和 井上ヨシ子 さん 93

黒 沢 深 淵 佐藤キミ子 さん 80

中 新 田 嶋 貫 義 夫 さん 96

椿 厚 生 川 崎 秀 子 さん 85

手ノ子 荻 鈴 木 孝 次 さん 72

お誕生おめでとうございます
住�所 氏　　名 ご両親

高 峰 鈴 木 結
け い と

登 く ん（ 秀 也
あ つ み

【２月分】 （　）内は対前月比
世帯数 2,295 （１）転入 ６

人　
口

男 2,990（- ７）転出 11
女 3,066（- ５）出生 ２
計 6,056（-12）死亡 ９

人の動き

※�この欄に掲載を望まない場合は届
け出の際に申し出てください



この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

　社会や地域が抱える課題は、行政サービスだけで解
決できる範囲を超えて複雑化しています。空き家問
題、孤独や孤立の防止、豪雨や豪雪などの災害。こう
した複雑な課題に対し、行政だけでなく住民・企業・
NPOなどがそれぞれの強みを持ち寄り、対等なパー
トナーとして手を取り合う協働のまちづくりが今、不
可欠なものとなっています。
　かつてのまちづくりは、行政の施策や事業を住民が
受ける公共サービスの形が主流でした。しかし、人口
減少が加速化し、担い手が減少し地域社会が縮んでい
くことは避けられない状況です。これからの社会にお
ける協働の重要性としてあげられる点が、住民一人一
人が自分たちのまちは自分たちで磨くという当事者意
識を持つことです。これは、飯豊町のまちづくりの源
流である「手づくりのまちづくり」を取り戻していく
ことでもあります。
　協働の第一歩は、顔の見える関係性を築くことにあ
ります。地域の清掃活動や防災訓練、あるいはこども

食堂での交流といったゆるやかなつながりこそが、助
け合いの共助へとつながっていきます。協働とは、単
に効率を求めるものではありません。多様な価値観を
許容し、お互いに尊重し合う合意形成のプロセスを通
じて、私たちの居心地の良い地域をみんなで醸成して
いく営みです。
　「誰かがやってくれる」から「みんなでやってみる」
へ。一人一人の小さな参画が積み重なったとき、本来
の意味での「手づくりのまちづくり」へと進化してい
くはずです。
　本年度の地区まちづ
くりセンターでは、各
地区の地域づくりの実
践事例など、各地区セ
ンターの事例紹介を含
め連載していきます。

◆問合せ先／役場企画課まちづくり室☎87-1182

＜第13回＞

「手づくりのまち」づくりの本質

＜Vol.1＞

新連載

地域に居場所をつくる
町では、食を通じた多世代交流や地域の居場所づく
りとして、引き続きこども食堂を運営していきます。
開催頻度は月１回程度とし、対象も子どもや親子だけ
に限定せず、広く地域の方の参加やボランティアを募
ります。こども食堂を多様な参加者との交流が生まれ
る居心地の良い場所にしたいと考えています。
共感と支援の輪を広げる
単に食事を提供するこども食堂ではなく、子どもと
一緒に調理する、さらに調理だけでなく、農業体験・
収穫体験・郷土料理教室などの食育教育などを合わせ
て開催します。
　また、スポーツ・音楽・伝統・文化・芸術など幅広
い体験や経験の機会の創出に努め、こども食堂と合わ
せて開催することで、子どもたちの多様な可能性をは
ぐくむ活動にします。

　こども食堂が、より地域の皆さんの共感と支援をい
ただけるよう、笑顔の輪が広がる取り組みを進めてい
きます。

facebook

◆問合せ先／役場企画課まちづくり室☎87-1182

＜Vol.1＞


